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Ⅰ　はじめに
　現代日本人女性の歯の形態について研究するために、鶴
見大学短期大学部歯科衛生科の平成23年度入学生が、1年
生後期の歯科診療補助論 AⅡで作成した上下顎の石膏模型
について、観察した結果を報告する。
　まず、平成23年度入学生の合計151人の上下顎の石膏模
型を収集し、研究材料とした。これらの模型について、咬
合様式、歯の数、歯列弓の形態と大きさ、歯の形態的特徴、
歯の位置・萌出・交換の異常などを観察し、記録し、写真
撮影した。それらのデータを歯の解剖学の教科書などに記
述されているこれまでの平成15年度入学生についてのデー
タ（後藤ほか , 2006）1）、平成16年度入学生についてのデー
タ（後藤ほか , 2007）2）、平成17年度入学生についてのデー
タ（後藤ほか , 2008）3）、平成19年度入学生についてのデー
タ（後藤ほか , 2010）4）、平成21年度入学生についてのデー
タ（田中・後藤 , 2011）5）、平成22年度入学生についてのデー
タ（田中・後藤 , 2013）6）と比較検討した。それによって、
現代日本人女性の歯の形態学的特徴を明らかにすることを
目的とした。
　本研究は、後藤ほか（2006）1）、後藤ほか（2007）2）、後藤
ほか（2008）3）、後藤ほか（2010）4）、田中・後藤（2012）5）、
田中・後藤（2013）6）に続く第7報である。
　
Ⅱ　材料と方法
　鶴見大学短期大学部歯科衛生科平成23年度入学の女子学
生の151人（302側）の上下顎模型を材料とした。研究対象
としたのは、永久歯4,257本、乳歯13本、計4,270本である。
　上下顎の印象は、印象材（アルフレックス）を用いて通
常の方法で採取した。そこに、歯科用焼石膏デンタルプラ
スターを用いて、通常の方法で上下顎の石膏模型を作成し
た。
　これらの顎模型につき、以下の項目を観察・計測し、特
徴的な形質をデジタルカメラにより鶴見大学歯学部解剖学
教室の接写装置を用いて、写真撮影した。
　1．咬合様式、2. 歯の存在数、3. 歯列弓の形態と計測、
1）歯列弓の形態、2）歯列弓の計測、4．前歯の形態、1）
切縁結節の数、2）シャベル型前歯、3）盲孔と斜切痕、4）
上顎側切歯の退化と下顎前歯の癒合、5）犬歯の唇側転位、5．
臼歯の形態、1）上顎小臼歯の介在結節、2）下顎小臼歯の
舌側副咬頭（大臼歯化）、3）中心結節、4）上顎大臼歯の
カラベリー結節、5）下顎大臼歯のプロトスタイリッド、6）
臼傍結節と臼後結節、7）下顎大臼歯の頬側面小窩、8）上
顎大臼歯の咬頭表示、9）下顎大臼歯の裂溝型および咬頭
表示、10）上顎大臼歯の咬合面の退化様式、11）第三大臼
歯の退化、6. 歯の位置・萌出・交換の異常、1）位置・萌
出の異常、2）乳歯の晩期残存、7. 歯の退化程度。
Ⅲ　結果と考察
1. 咬合様式　
　咬合様式を表1に示す。正常（鋏状）咬合が151例中114
例で全体の75.5%で、過蓋咬合は11例で7.3%、鉗子（切
端）咬合は8例（5.3%）、後退咬合と屋根咬合が5例で3.3%、
反対咬合は見られなかった。また、開咬が2例で1.3%、交
叉咬合は6例で4.0%であった。叢生（歯列不正）は22例で
14.6%であった。なお、正常咬合のなかには矯正治療を受
けた可能性のある例も含まれる。
　中原（2003）7）によれば、日本人学生において正常咬合
が49.3%、過蓋咬合が35.2%、開咬が3.5%である、とされて
いる。平成22年度入学生（田中・後藤 , 2013）6）は、正常咬
合が78.2%、過蓋咬合が9.2%、鉗子咬合が0.0%、反対咬合
が0.8%、後退咬合が2.5%、開咬が6.7%、屋根咬合が0.8%、
交叉咬合が1.7%、叢生が8.4%であった。平成21年度入学生5）
平成22年度入学生6）と比べると、正常咬合は変わらず、叢
生が増加している。
2. 歯の存在数
　歯の存在数を表2に示す。歯の総数が人類の基本である
32本存在する例はわずか6例で4.0%にすぎず、多くの例で
未萌出や先天欠如、抜去などが見られた。
　未萌出歯または先天欠如としてもっとも多いのは第三大
臼歯（図1）で、151例中欠如しているのは、上顎右側第三
大臼歯が127本で84.1%（平成22年度入学生は84.9%）、上
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顎左側第三大臼歯は124本で82.1%（平成22年度入学生は
85.7%）、下顎右側第三大臼歯も120本で79.5%（平成22年度
入学生は77.3%）、下顎左側第三大臼歯が125本で82.8%（平
成22年度入学生は74.8%）であった。平成23年度入学生で
は平成22年度入学生5）より、欠損率がやや高くなっている。
なお、多くの例が18〜20歳であるために、これらのうちか
なりの例で今後の萌出が予測される。
　第二大臼歯の未萌出ないし先天欠如が、平成22年度入
表 1．咬合様式
表 2．歯の欠損と存在数　例数（％）
咬合様式 正常咬合 過蓋咬合 鉗子咬合 反対咬合 後退咬合 開咬 屋根咬合 交叉咬合 叢生
人数 （％） 114（75.5） 11（7.3） 8（5.3） 0（0.0） 5（3.3） 2（1.3） 5（3.3） 6（4.0） 22（14.6）
未萌出または
先天欠如
抜去 冠歯 存在数
永
久
歯
上
顎
右
側
中　切　歯 （11） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0） 151  （100）
側　切　歯 （12） 1   （0.7） 0   （0.0） 1   （0.7） 150（99.3）
犬　　　歯 （13） 1   （0.7） 0   （0.0） 0   （0.0） 150（99.3）
第一小臼歯 （14） 0   （0.0） 7   （4.6） 1   （0.7） 144（95.4）
第二小臼歯 （15） 1   （0.7） 0   （0.0） 0   （0.0） 150（99.3）
第一大臼歯 （16） 0   （0.0） 1   （0.7） 3   （2.0） 150（99.3）
第二大臼歯 （17） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0） 151  （100）
第三大臼歯 （18） 127（84.1） 4   （2.6） 0   （0.0）  20（13.2）
左
側
中　切　歯 （21） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0） 151  （100）
側　切　歯 （22） 1   （0.7） 0   （0.0） 0   （0.0） 150（99.3）
犬　　　歯 （23） 1   （0.7） 0   （0.0） 0   （0.0） 150（99.3）
第一小臼歯 （24） 0   （0.0） 12   （7.9） 0   （0.0） 139（92.1）
第二小臼歯 （25） 1   （0.7） 0   （0.0） 0   （0.0） 150（99.3）
第一大臼歯 （26） 0   （0.0） 0   （0.0） 3   （2.0） 151  （100）
第二大臼歯 （27） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0） 151  （100）
第三大臼歯 （28） 124（82.1） 6   （4.0） 0   （0.0）  21 （13.9）
下
顎
右
側
中　切　歯 （41） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0） 151  （100）
側　切　歯 （42） 1   （0.7） 0   （0.0） 0   （0.0） 150（99.3）
犬　　　歯 （43） 0   （0.0） 1   （0.7） 0   （0.0） 150（99.3）
第一小臼歯 （44） 0   （0.0） 6   （4.0） 0   （0.0） 145（96.0）
第二小臼歯 （45） 2   （1.3） 0   （0.0） 0   （0.0） 149（98.7）
第一大臼歯 （46） 0   （0.0） 0   （0.0） 1   （0.7） 151  （100）
第二大臼歯 （47） 0   （0.0） 0   （0.0） 1   （0.7） 151  （100）
第三大臼歯 （48） 120（79.5） 10   （6.6） 0   （0.0）  21 （13.9）
左
側
中　切　歯 （31） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0） 151  （100）
側　切　歯 （32） 2   （1.3） 0   （0.0） 0   （0.0） 149（98.7）
犬　　　歯 （33） 0   （0.0） 1   （0.7） 0   （0.0） 150（99.3）
第一小臼歯 （34） 0   （0.0） 8   （5.3） 0   （0.0） 143（94.7）
第二小臼歯 （35） 2   （1.3） 1   （0.7） 0   （0.0） 148（98.0）
第一大臼歯 （36） 0   （0.0） 1   （0.7） 3   （2.0） 150（99.3）
第二大臼歯 （37） 0   （0.0） 0   （0.0） 1   （0.7） 151  （100）
第三大臼歯 （38） 125（82.8） 8   （5.3） 0   （0.0）  18（11.9）
乳
歯
上
顎
右
側
乳　側　切　歯 （52） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  1   （0.7）
乳　犬　歯 （53） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  2   （1.3）
第二乳臼歯 （55） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  1   （0.7）
左
側
乳　側　切　歯 （62） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  1   （0.7）
乳　犬　歯 （63） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  3   （2.0）
第二乳臼歯 （65） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  0   （0.0）
下
顎
右
側
乳　犬　歯 （83） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  0   （0.0）
第二乳臼歯 （85） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  3   （2.0）
左
側
乳　犬　歯 （73） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  1   （0.7）
第二乳臼歯 （75） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）  1   （0.7）
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図 1．歯列弓の全形 3 例．
A. 上・下顎とも V 字形．上顎左側および下顎左右側は第三大
臼歯が萌出しているが，上顎右側は萌出しておらず，上顎
は 15 本，下顎は 16 本，歯の総数は 31 本である．
B. 上・下顎とも U 字形．下顎左側のみ第三大臼歯が萌出して
おり、上顎 14 本，下顎 15 本，歯の総数は 29 本である．
C. 上・下顎とも放物線形．上・下顎左右側の第三大臼歯、左
右側の上顎側切歯が先天欠如しており，下顎左右側の第一
小臼歯を抜歯しており、上顎 12 本，下顎 12 本，歯の総数
は 24 本である．
鶴見大学紀要　第51号　第3部
−　 −90
学生6）では上顎左側第二大臼歯で2例（1.7%）見られたが、
平成23年度入学生では見られなかった。
　未萌出または先天欠如は、下顎右側側切歯に1例（0.7%）
見られ、下顎右側および右側側切歯に各2例（1.3%）見られ、
上顎右左側側切歯に1例で0.7%見られた。日本人の下顎側
切歯の先天欠如は、赤井ほか（1990）7）によれば10.9%、藤
田ほか（1995）9）によれば0.69%とされている。
　上顎右側第二小臼歯に各1例（0.7%）、下顎左右側第二
小臼歯に2例（1.3%）、未萌出または先天欠如がみられた。
日本人の上顎小臼歯の先天欠如は、赤井ほか（1990）8）に
よれば第一小臼歯で4.8%、第二小臼歯で14.5%、藤田ほか
（1995）9）によれば第一小臼歯で0.17%、第二小臼歯で1.37%、
下顎小臼歯の先天欠如は、赤井ほか（1990）8）によれば第
一小臼歯で2.4%、第二小臼歯で19.5%、藤田ほか（1995）9）
によれば第一小臼歯で0.09%、第二小臼歯で1.92%とされて
いる。
　抜去歯では、上顎右側第三大臼歯が4例（2.6%）、上顎左
側第三大臼歯が6例（4.0%）、下顎右側第三大臼歯が10例
（6.6%）、下顎左側第三大臼歯が8例（5.3%）、上顎右側第一
小臼歯が7本（4.6%）、上顎左側第一小臼歯が12本（7.9%）、
下顎右側第一小臼歯が6本（4.0%）、下顎左側第一小臼歯が
8本（5.3%）であった。平成22年度入学生6）とほぼ変わら
ない値であり、第一小臼歯の抜去が増加していた。矯正歯
科治療の普及のためと考えられる。
　乳歯は、平成15年度入学生1）は第二乳臼歯が4本で2.4%、
平成16年度入学生2）は第二乳臼歯が3本で2.5%、平成18年
度入学生4）は下顎左側第二乳臼歯が1例で2.5%、平成21年
度入学生5）は上顎左側第二乳臼歯が1本で0.8%、下顎右側
第二乳臼歯が1本で0.8%、下顎第二乳臼歯が2本で1.6%、晩
期残存していたが、平成22年度入学生では、上顎右側第二
乳臼歯1本で0.8%、下顎左側第二乳臼歯1本で0.8%、残存
していた。平成23年度入学生では、上顎左右側乳側切歯各
1本0.7%、上顎右側乳犬歯2本1.3%、上顎右左側乳犬歯3本
2.0%、上顎右側第二乳臼歯1本で0.7%、下顎右側第二乳臼
歯3本で2.0%、下顎左側第二乳臼歯1本で0.7%であった。
　歯の総数は最大32本、最小24本で、平均28.2本であった。
歯の総数が31本、29本、24本の3例を図1に示す。24本の場
合は、第三大臼歯4本と第一小臼歯4本の計8本が矯正歯科
治療により抜歯された結果であった。26本の場合は、第三
大臼歯4本と下顎側切歯2本が未萌出または先天欠如であっ
た。平成15年度入学生1）の平均27.1本と比べると1.1本多く、
平成16年度入学生2）の平均28.7本とわずかに少なく、平
成17年度3）の平均28.2と同じ、平成18年度入学生4）の平均
28.5と比べるとわずかに少なく、平成21年度入学生の平均
28.2本と同じ、平成22年度入学生の平均28.4本よりわずか
に減少した。
3. 歯列弓の形態と計測
1） 歯列弓の形態
　歯列弓の形態を表3に、その代表的な例を図1に示す。上
顎歯列では、U字形（図1のB）が86例で57.0%ともっとも
多く、次いで半楕円形が28例で23.5%、V字形（図1のA）
が14例で9.3%、放物線形（図1のC）が13例で8.6%、鞍形8
例で5.3%、狭窄2例で1.3%であった。
　下顎歯列でも、U字形が88例で58.4%ともっとも多く、次
いで放物線形が28例で18.5%、半楕円形が13例で8.6%、鞍
型は13例で8.6%、V字形は7例で4.6%、狭窄は2例で1.3%で
あった。
　一般には上顎は半楕円形、下顎は放物線形であるといわ
れ（赤井ほか , 19908）；藤田ほか , 19959））、平成15年度入
学生1）および平成16年度入学生2）ではそのような傾向がみ
られた。しかし、平成17年度入学生3）は上顎歯列において
半楕円形よりも放物線形が多く見られ、平成18年度入学生4）
は上顎で放物線形が増加し、平成21年度入学生では U字形
が多く、次いで放物線形と半楕円形が多く認められた。平
成22年度入学生、平成23年度入学生でも同じ傾向で、U字
形が多く、次いで半楕円形や放物線形が見られた。U字形
と鞍型が増加していることは、顔が横に広く、前後に短く
なってきていることと関連していると考えられる。
2） 歯列弓の計測
　歯列弓の計測結果を表4にしめす。歯列弓の実長は、上
顎の最大が152mm、最小が104mm、平均127.0mm、下顎の
最大が143mm、最小が104mm、平均120.1mm であった。藤
田ほか（1995）9）では、日本人女性の上顎の最大が138mm、
最小が115mm、平均128mm、下顎の最大が130mm、最小が
112mm、平均121mm とされている。
　上顎の平均は、平成15年度入学生1）は123.1mm、平成16
年度入学生2）は123.5mm とこれよりも小さい値であったが、
平成17年度入学生3）の129.2mm と平成18年度入学生4）の
128.7mm と、平成21年度入学生の123.5mm は、平成22年度
入学生平均125.2mm と藤田ほか（1995）8）の値に近くなっ
表 3．歯列弓の形態　例数（％）
表 4．歯列弓の計測値（単位 mm）
半楕円形 U 字形 放物線形 狭窄 V 字形 鞍形
上顎歯列 28（18.5） 86（57.0） 13   （8.6） 2（1.3） 14（9.3） 08（5.3）
下顎歯列 13   （8.6） 88（58.4） 28（18.5） 2（1.3） 07 （4.6） 13（8.6）
最大値 最小値 平均値
歯列弓の実長
上顎 152.0 104.0 127.0
下顎 143.0 104.0 120.1
歯列弓の長さ
上顎 60.0 41.0 51.3
下顎 58.0 38.0 46.4
歯列弓の幅
上顎 70.0 56.0 62.3
下顎 67.0 53.0 60.2
歯列弓示数
上顎 154.0 100.0 122.2
下顎 159.0 102.0 130.2
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た。藤田ほか（1995）9）によれば、日本人女性の上顎の平
均が117.1、下顎の平均が117.6であるという。本研究の方が、
上顎が5.1大きく、下顎は12.6大きい。これは、歯列弓の長
さ（奥行き）が短いわりに、幅（間口）が広いことを示し
ている。
4. 前歯の形態
1） 切縁結節の数
　前歯の形態の観察結果を表5に示す。切縁結節の数は左
右側合わせると、上顎中切歯では4個のものが2例で1.3%、
3個のものが14例で9.3%、2個のものが84例で55.6%、1個の
ものはなく、上顎側切歯では4個のものはなく、3個のもの
が5例で3.3%、2個のものは64例で42.4%、1個のものが5例
で3.3%であった。下顎中切歯では4個のものがなく、3個の
ものは1例で0.7%、2個のものは20例で13.2%、下顎側切歯
では4個のものがなく、3個のものは1例で0.7%、2個のもの
は19例で12.6%であった。
　一般に、切縁結節は萌出したばかりの切歯において3個
認められるのが普通であるが、個体差もあるという（藤田
ほか，19959））。切縁結節は、通常、萌出後、咬耗によって
消失するが、開咬など咬耗を受けない場合は残存する。
2）シャベル型前歯
　シャベル型前歯は、左右側を合わせると、上顎中切歯で
は160例で53.0%、上顎側切歯では153例で50.7%、上顎犬
歯では64例で21.2%であった（図2）。このうち、二重（複）シャ
ベル型切歯は、上顎左右の中切歯では92例で30.5%、側切
歯では79例で26.2%であった。
　シャベル型前歯とくにシャベル型切歯は、Hrdlicka（1920）
ている。
　下顎の平均は、平成15年度入学生1）は113.2mm と小さい
値であったが、平成16年度入学生2）は120.2mm、平成17年
度入学生3）は121.3mm と、藤田ほか9）の値に近くなっている。
しかし、平成18年度入学生4）の118.6mm と平成21年度入学
生の117.1mm は、また小さくなっている。平成22年度入学
生は119.6mm、平成23年度入学生120.1mm とまた藤田ほか9）
の値に近づいている。本研究は、若い女性に関する資料で
あるため、今後、第三大臼歯が萌出すれば、その値はさら
に増加することが予想できる。
　歯列弓の長さ（奥行き）は、上顎の最大が60mm、最小
が41mm、平均51.3mm、下顎の最大が58mm、最小が38mm、
平均46.4mm であった。藤田ほか（1995）9）によれば、日本
人女性の歯列弓の長さは、上顎の平均が53.8mm、下顎の
平均が50.6mm であるとされている。本研究の方が上顎で
2.6mm、下顎で4.1mm 小さいのは、若い女性で第三大臼歯
が未萌出であるからと考えられる。
　歯列弓の幅は、上顎の最大が70mm、最小が56mm、平均
62.3mm、下顎の最大が67mm、最小が53mm、平均60.2mm
であった。藤田ほか（1995）8）によれば、日本人女性の歯列
弓の幅は、上顎の平均が63.0mm、下顎の平均が59.5mm で
あるとされている。平成15年度入学生1）と平成16年度入学
生2）では値がこれよりも小さかったが、平成17年度入学生3）
以降はやや大きくなっている。少なくとも歯列弓の幅に関
しては、顎の退化が進んでいないことを示している可能性
が考えられるが、今後十分に検討する必要があるだろう。
　歯列弓示数は、上顎の最大が154.0、最小が100.0、平均
122.2、下顎の最大が159.0、最小が102.0、平均130.2であっ
表 5．前歯の形態  例数（％）
切縁結節
［　 ］内は結節数
シャベル型 二重シャベル型 盲孔 斜切痕 犬歯の唇側転位
上
顎
右
側
中切歯（11）
［4］2（1.3）    ［3］14（9.3）
［2］84（55.6）［1］00（0.0）
80（53.0） 46（30.5） 0 （0.0） 0（0.0） ─
側切歯（12）
［4］0（0.0）    ［3］5（3.3）
［2］64（42.4）［1］5（3.3） 
77（51.0） 39（25.8） 0（0.0） 0（0.0） ─
犬　歯（13） ─ 31（20.5） 1（0.7） ─ ─ 9（6.0）
左
側
中切歯（21）
［4］2（1.3）    ［3］14（9.3）
［2］80（53.0）［1］00（0.0）
80（53.0） 46（30.5） 0（0.0） 0（0.0） ─
側切歯（22）
［4］1（0.7）    ［3］4（2.6）
［2］59（39.1）［1］6（4.0）
76（50.3） 40（26.5） 0（0.0） 0（0.0） ─
犬　歯（23） ─ 33（21.9） 1（0.7） ─ ─ 8（5.3）
下
顎
右
側
中切歯（41）
［4］0（0.0）    ［3］1（0.7）
［2］20（13.2）［1］1（0.7）
─ ─ ─ ─ ─
側切歯（42）
［4］0（0.0）    ［3］1（0.7）
［2］19（12.6） ［1］0（0.0）
─ ─ ─ ─ ─
犬　歯（43） ─ ─ ─ ─ ─ 4（2.6）
左
側
中切歯（31）
［4］0（0.0）    ［3］0（0.0）
［2］21（13.9）［1］1（0.7）
─ ─ ─ ─ ─
側切歯（32）
［4］0（0.0）    ［3］1（0.7）
［2］18（11.9） ［1］1（0.7）
─ ─ ─ ─ ─
犬　歯（33） ─ ─ ─ ─ ─ 5（3.3）
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10）が最初に記載したモンゴロイドに多く見られる歯の形質
で、シャベル型切歯と二重シャベル型切歯は Turner（1990）
12）によってシノドント（Sinodonty、中国型歯形質）の特徴
の一つとされている（花村，199612））。酒井（1989）13）は、シャ
ベル型前歯をその発達の程度によって3つのタイプに分け
ているが、その合計は日本人女性の上顎の中切歯で88.8%、
側切歯で89.6%、犬歯は17.8%であるという。平成15年度入
学生1）、平成16年度入学生2）、平成17年度入学生3）では、切
歯の割合がやや低く、犬歯の割合が高かったが、平成18年
度入学生4）は切歯も犬歯も割合が高くなっていたが、平成
21年度入学生5）は切歯が低く、犬歯がやや高くなっていた。
平成22年度入学生、平成23年度入学生も同じ傾向が見られ
た。これには、シャベル型前歯の認定方法などの違いによ
る可能性も考えられる。
3）盲孔と斜切痕
　盲孔は、平成22年度入学生6）と同様に、上顎中切歯でも
上顎側切歯でも見られなかった。平成15年度入学生1）は上
顎中切歯で4.7%、上顎側切歯で3.5%、平成16年度入学生2）
は上顎中切歯では見られず、上顎側切歯で1.28%見られた。
　藤田ほか（1995）9） によると日本人の上顎中切歯の
10%、上顎側切歯の60%に盲孔が存在するという。一方、
Mühlreiter（1873）14）は上顎側切歯の3%に盲孔を見たとい
う。上條（1975）15）では日本人女性の上顎側切歯の29.9%に
盲孔が存在するという。石膏模型による観察では盲孔は確
認が困難であり、盲孔の存在頻度は今後の研究課題である。
　斜切痕は、平成22年度入学生6）では上顎中切歯では見ら
れず、上顎側切歯では左右側を合わせると4例で5.0%であっ
たが、平成23年度入学生では認めることが出来なかった。
　藤田ほか（1995）9）によれば日本人の上顎中切歯で10%、
側切歯で50%に斜切痕が見られるという。上條（1975）15）
では上顎中切歯の11.2%、側切歯の40.0%に斜切痕が見られ
るとしている。これらの資料に比べると、平成15年度入学
生1）、平成16年度入学生2）、平成17年度入学生3）、平成17年
度入学生4）、平成21年度入学生、平成22年度入学生と同様
に今年度も低いが、その原因の解明は今後の検討課題であ
る。
4）上顎側切歯の退化と下顎前歯の癒合
　上顎側切歯にはさまざまな退化傾向が認められた。その
結果を表6と図2に示す。左右側を合わせると、やや小型化
した矮小歯が86例で28.5%、樽状歯は6例で2.0%、栓状歯は
5例で1.7%、円錐歯は6例で2.0%、退化形態の合計は34.2%で、
先天欠如は2例0.7%であった。
　馬（1949）15）では日本人女性の上顎側切歯における矮
小歯と円錐歯の合計した出現率は2.19%であるという。ま
表 6．上顎側切歯の退化　例数（％）
やや小型 樽状歯 栓状歯 円錐歯 犬歯化 先天欠如
上
顎
右側 側切歯 （12） 43（28.5） 3（2.0） 2（1.3） 4（2.6） 0（0.0） 1（0.7）
左側 側切歯 （22） 43（28.5） 3（2.0） 3（2.0） 2（1.3） 0（0.0） 1（0.7）
図 2．上顎側切歯の退化例．上顎中切歯はシャベル型を示す．A：左側側切歯が樽状歯（矢印），B：右側側切歯が円錐歯（左の矢印），
左側側切歯が樽状歯（右の矢印），C：左側側切歯が樽状歯（矢印），右側側切歯は矮小歯，D：左右側切歯が円錐歯（左右の矢印）．
−　 −93
田中宣子、後藤仁敏：現代日本人女性の歯の形態学的研究（7）
た、酒井（1989）12）によれば日本人の上顎側切歯では矮小
歯が6.43%、円錐歯が1.92%であるという。今年度の値は、
これらよりもかなり多いが、平成15年度入学生1）の矮小歯
34.1%、樽状歯3.5%、円錐歯1.1%、平成16年度入学生2）の
矮小歯24.4%、樽状歯9.0%、平成17年度入学生3）の矮小歯
27.5%、樽状歯0.0%、平成18年度入学生4）の矮小歯20.0%、
樽状歯2.5%、栓状歯2.5%、平成21年度入学生5）の矮小歯
23.4%、樽状歯1.6%、栓状歯2.5%、円錐歯0.8%、平成22年
度入学生6）矮小歯33.2%、樽状歯0.85%、栓状歯1.3%、円錐
歯は見られなかった。平成23年度入学生はこれまでとほぼ
同じような値で、この歯の退化傾向が著しく進んでいるこ
とを示している。栓状歯が見られたのは、平成18年度入学
生4）からであった。現代日本人女性において上顎側切歯の
退化が進んでいることは、注目に値するのではないだろう
か。
　なお、下顎側切歯と下顎犬歯が癒合している例が見られ
た（図3）。下顎における前歯の退化傾向の傾向と考えられる。
5） 犬歯の唇側転位
　犬歯の唇側転位は、左右側を合わせると、上顎犬歯が17
例で5.7%、下顎犬歯が9例で3.0%であった。（表5）。平成15
年度入学生1）の上下顎犬歯とも5.8%、平成16年度入学生2）
の上顎犬歯15.0%、下顎犬歯12.5%、平成17年度入学生3）の
上顎犬歯10.1%、下顎犬歯6.25%、平成18年度入学生4）の上
顎犬歯12.7%、下顎犬歯13.8%と比べると、かなり小さな値
を示しているが、平成21年度入学生5）の上顎犬歯5.2%、下
顎犬歯1.6%とはほぼ同じである。平成22年度入学生上顎犬
歯が3.8%、下顎犬歯が1.3%であった。これは、顎の長さの
退化がこれまでのように進んでいないことを示す可能性が
ある。
5. 臼歯の形態
1）上顎小臼歯の介在結節
　臼歯の形態的特徴のうち、上顎小臼歯の介在結節、下顎
小臼歯の副咬頭、臼歯全般にまれに出現する中心結節、上
顎大臼歯のカラベリー結節、臼傍結節についての観察結果
を表7に示す。
　上顎小臼歯の介在結節は、左右側を合わせると、第一小
図 3．下顎前歯部にみられた癒合歯．下顎左側の側切歯と犬歯
が癒合している．A は唇側から，B は上舌側から見る．1
は中切歯，2 は側切歯，3 は犬歯．
表 7．臼歯の形態　例数（％）
介在結節
（上顎小臼歯）
副咬頭
（下顎小臼歯）
中心結節
カラベリー結節
（上顎大臼歯）
臼傍結節
（上下顎大臼歯）
上
顎
右
側
第一小臼歯　（14） 95（62.9） ── 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（15） 5（3.3） ── 1（0.7） ── ──
第一大臼歯　（16） ── ── 0（0.0） 31（20.5） 0（0.0）
第二大臼歯　（17） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第三大臼歯　（18） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
左
側
第一小臼歯　（24） 95（62.9） ── 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（25） 3（2.0） ── 1（0.7） ── ──
第一大臼歯　（26） ── ── 0（0.0） 31（20.5） 0（0.0）
第二大臼歯　（27） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第三大臼歯　（28） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
下
顎
右
側
第一小臼歯　（44） ── 2（1.3） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（45） ── 81（53.6） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（46） ── ── 0（0.0） ── ──
第二大臼歯　（47） ── ── 0（0.0） ── ──
第三大臼歯　（48） ── ── 0（0.0） ── ──
左
側
第一小臼歯　（34） ── 1（0.7） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（35） ── 74（49.0） 2（1.3） ── ──
第一大臼歯　（36） ── ── 0（0.0） ── ──
第二大臼歯　（37） ── ── 0（0.0） ── ──
第三大臼歯　（38） ── ── 0（0.0） ── ──
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臼歯では190例で62.9%、第二小臼歯で8例で2.7%であった。
　その出現率は、上條（1975）15）によれば、日本人の第
一小臼歯で完全形と不完全形を合わせて22.6%、山田ほか
（1964）17）では日本人女性の第一小臼歯で86.6%、第二小臼
歯で21.3%であるという。また、酒井（1989）13）によれば日
本人女性の第一小臼歯では発達良好なものが42.3%、痕跡
程度のものまで含めると79.3%で、第二小臼歯では痕跡程
度のものを含めても33.0%であるという。平成15年度入学
生3）の第一小臼歯55.7%、第二小臼歯33.3%、平成16年度入
学生2）の第一小臼歯64.9%、第二小臼歯35.4%、平成17年度
入学生3）の第一小臼歯69.8%、第二小臼歯39.2%、平成18年
度入学生4）の第一小臼歯74.4%、第二小臼歯29.5%、平成21
年度入学生5）の第一小臼歯74.4%、第二小臼歯では29.5%、
平成22年度入学生6）の第一小臼歯65.6%であったと同様に、
本研究の結果は、上條と比較すると多いが、どちらかと言
えば酒井の結果に近い値であった。
2）下顎小臼歯の舌側副咬頭（大臼歯化）
　下顎小臼歯の舌側副咬頭は、左右側を合わせると、第一
小臼歯で3例1%、第二小臼歯では155例で51.3%であった。
　山田ほか（1964）17）は、日本人女性の第一小臼歯の9.4%、
第二小臼歯の56.8%に舌側副咬頭があるとしている。平成
15年度入学生1）は第一小臼歯5.7%、第二小臼歯49.4%、平
成16年度入学生2）は第一小臼歯16.0%、第二小臼歯60.5%、
平成17年度入学生3） は第一小臼歯21.7%、第二小臼歯
57.5%、平成18年度入学生4）は第一小臼歯13.8%、第二小臼
歯66.2%、平成21年度入学生5）は第一小臼歯4.4%、第二小
臼歯85.0%平成22年度入学生6）は第一小臼歯0.0%、第二小
臼歯50.4%であった。
　これらの結果は、一般に下顎小臼歯の副咬頭は第二小臼
歯の方に多く見られ，この歯の大臼歯化が進んでいるとさ
れていることと一致しているが、今回の結果は、第二小臼
歯にわずかであり、第一小臼歯と第二小臼歯の差がさらに
開く傾向が見られた。
3）中心結節
　中心結節は、上顎左右側第二小臼歯で各1例0.7%、下顎
左側第二小臼歯2例1.3%見られた（図4）。
　上條（1975）15）によれば、上顎第一小臼歯が0.1%、上顎
第二小臼歯が0.3%、下顎第一小臼歯は0%、下顎第二小臼歯
は4.2%であるという。藤田ほか（1995）8）によれば、上顎第
一小臼歯は0.27%ないし0.26%、上顎第二小臼歯は0.14%な
いし1.91%、下顎第一小臼歯は0.49%ないし1.38%、下顎第
二小臼歯は1.05%ないし3.5%、上顎第一大臼歯は0.09%ない
し0.27%、上顎第二大臼歯は0.28%ないし0.27%、下顎第一
大臼歯は0.17%ないし1.12%、下顎第二大臼歯は0.38%ない
し0.31%であるという。
　これらと比較すると、平成15年度入学生1）と平成16年度
入学生2）ではかなり多かったが、平成17年度入学生3）は少
なく、平成18年度入学生4）はゼロで、平成21年度入学生5）
もきわめて少なく、平成22年度入学生もゼロであった。
　ただし、石膏模型を採取する時に生じる気泡などにより
中心結節に似たものができることもあり、今後、注意して
観察する必要があろう。
4）上顎大臼歯のカラベリー結節
　カラベリー結節は、Carabelli（1842）18）が記載した上顎
大臼歯および上顎乳臼歯の舌側面近心部に出現する過剰結
節（咬頭）である。かつてはコーカソイドに多い形質とさ
れたが、最近ではモンゴロイドとの違いはないとされてい
る。しかし、ヨーロッパ人に多く出現する傾向は存在する
という（近藤ほか，200619））。左右側を合わせると、第一大
臼歯では62例で20.5%（図5）が見られ、第二大臼歯と第三
大臼歯では認められなかった。
　カラベリー結節については、馬（1949）16）によれば、日
本人女性の上顎第一大臼歯の11.4%、上顎第二大臼歯の
0.81%に見られたという。鹿井（1957）20）によれば日本人
女性の上顎第一大臼歯の19.4%、上顎第二大臼歯の0.8%、
住谷（1959）21）によれば日本人女性の上顎第一大臼歯の
40.07%、上顎第二大臼歯の2.95%に見られるという。平成
15年度入学生1）の第一大臼歯20.9%、第二大臼歯1.2%、平
図 5．左右の上顎第一大臼歯に見られたカラベリー結節（矢印）．
A：上顎右側臼歯部の舌側．B：上顎左側臼歯部の舌側．
図 4．下顎第二小臼歯にみられた中心結節（矢印）．
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成16年度入学生2）の第一大臼歯20.0%、第二大臼歯0.0%、
平成17年度入学生3）の第一大臼歯23.8%、第二大臼歯0.0%、
平成18年度入学生4）の第一大臼歯20.0%と第二大臼歯0.0%、
平成21年度入学生5）は第一大臼歯8.9%、第二大臼歯1.2%で
あった。平成22年度入学生6）は第一大臼歯16.4%、第二大
臼歯0.0%であった。今回の結果は、どちらかといえば鹿井
（1957）20）の値に近く、第一大臼歯で多く、第二大臼歯で減
少している傾向が見られた。
5）下顎大臼歯のプロトスタイリッド
　臼歯の形態のうち、下顎大臼歯に出現するプロトスタイ
リッドと頬側面小窩について表8に示す。
　このうち、プロトスタイリッドについては、下顎第一大臼
歯において左右合両側性に2例（1.3%）だけ見られた（図6）。
　藤田ほか（1995）9）によれば、日本人女性の下顎第一大
臼歯の0.52%、下顎第二大臼歯の0.87%、酒井（1955）22）に
よれば第一大臼歯の11.33%、第二大臼歯の1.93%、住谷
（1959）21）によれば第一大臼歯の7.74%、第二大臼歯の2.12%
であるという。平成15年度入学生1）の第一大臼歯1.2%、第
二大臼歯0.0%、および平成16年度入学生2）の第一大臼歯
1.25%、第二大臼歯1.25%、平成17年度入学生3）の第一大臼
歯5.0%、第二大臼歯0.0%、平成18年度入学生4）の第一大臼
歯5.0%、第二大臼歯2.5%、第三大臼歯8.3%、平成21年度入
学生5）の0%と平成22年度入学生6）の0%であった。
6）臼傍結節と臼後結節
　上下顎大臼歯の頬側面にまれに出現する臼傍結節は、上
顎大臼歯にも下顎大臼歯にもまったく見られなかった。
　馬（1949）16）によれば、日本人女性の上顎第二大臼歯の
0.177%、下顎第一大臼歯の0.52%、下顎第二大臼歯の0.87%、
下顎第三大臼歯の1.93%に見られたという。住谷（1959）
21）によれば日本人女性の上顎第一大臼歯の0.16%、上顎第
二大臼歯の0.39%、上顎第三大臼歯の0.72%、下顎第一大
臼歯の7.74%、下顎第二大臼歯の2.12%、下顎第三大臼歯の
11.2%に見られるという。平成21年度入学生5）では、上顎
右側第一大臼歯に1例だけ認められている。
　第三大臼歯の遠心面にまれに出現する臼後結節も見られ
なかった。
7）下顎大臼歯の頬側面小窩
　下顎大臼歯の頬側面小窩（図7）は、左右側合わせて、
第一大臼歯では102例で33.8%、第二大臼歯18例で6.0%見ら
れ、第三大臼歯では見られなかった。
　下顎大臼歯の頬側面には深い頬側面溝をもつことが多
く、その歯頸側端に小さな孔、すなわち頬側面小窩をみる
ことがしばしばある（藤田ほか，19959））といわれ、齲蝕
の好発部位とされている。
　平成15年度入学生1）は第一大臼歯65.1%、第二大臼歯
34.1%、第三大臼歯12.5%、平成16年度入学生2）は第一大臼
歯36.25%、第二大臼歯11.25%、第三大臼歯0.0%、平成17
年度入学生3）は第一大臼歯36.25%、第二大臼歯15.0%、第
三大臼歯0.0%、平成18年度入学生4） は第一大臼歯18.75%、
第二大臼歯0.0%、第三大臼歯0.0%、平成21年度入学生5）は
第一大臼歯37.9%、第二大臼歯18.1%見られ、第三大臼歯で
は見られなかった。平成22年度入学生6）は第一大臼歯では
表 8．下顎大臼歯の形態　例数（％）
　
プロトスタイ
リッド
頬側面小窩
右
側
第一大臼歯（46） 2（1.3） 51（33.8）
第二大臼歯（47） 0（0.0） 9   （6.0）
第三大臼歯（48） 0（0.0） 0   （0.0）
左
側
第一大臼歯（36） 2（1.3） 51（33.8）
第二大臼歯（37） 0（0.0） 9   （6.0）
第三大臼歯（38） 0（0.0） 0   （0.0）
図 6．左右側の下顎第一大臼歯の頬側面に見られるプロトスタ
イリッド（矢印）．A：左側，B：右側 .
図 7．左右側の下顎第一大臼歯の頬側面に見られる頬側面溝と
頬側面小窩（矢印）．A：左側，B：右側 .
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27.8%、第二大臼歯8.0%見られ、第三大臼歯では見られな
かった。これらと比べると、今年度はやや増加している。
8） 上顎大臼歯の咬頭表示　
　上顎大臼歯の咬頭数については、Dahlberg（1951）23）が
遠心舌側咬頭の退化程度にもとづいて4つに分類している。
これにしたがって、分類すると、表9のようになった。す
なわち、左右側合わせて、第一大臼歯では、4が266例で
88.1%、4−が29例で9.6%、3＋が3例で1.0%、3が2例で0.7%
であった。第二大臼歯では、4が13例で4.3%、4−が65例で
21.6%、3＋が105例で34.8%、3は99例で32.8%、3−2例0.7%
であった。第三大臼歯では4は見られず、4−が3例で1.0%、
3＋が2例で0.7%、3が7例で2.3%、2咬頭は見られなかった。
　酒井（1989）13）による日本人に関する調査によれば、埴
原の研究では第一大臼歯では4が97.6%、4−が2.4%で、3＋
と3は見られず、第二大臼歯では4が4.9%、4−が55.3%、3
＋が33.0%、3が6.8%であるという。鈴木・酒井（1956）24）
では日本人女性の第一大臼歯では4が81.2%、4−が18.1%、
3＋が0.6%、3が0.1%で、第二大臼歯では4が4.2%、4−が
53.4%、3＋が27.0%、3が15.4%であるという。小住（1960）
25）では日本人女性の第一大臼歯では4が82.90%、4−が
14.62%、3＋が0.59%、3が1.89%で、第二大臼歯では4が
8.71%、4−が48.16%、3＋が19.15%、3が23.98%であると
いう。酒井（1989）13）における酒井ほかの研究では、日本
人の第一大臼歯では4が84.7%、4−が13.3%、3＋が2.0%、3
が見られず、第二大臼歯では4が8.3%、4−が57.8%、3＋が
19.8%、3が14.1%である。第三大臼歯については、藤田ほ
か（1995）9）では4咬頭が37%、3咬頭が42%、2咬頭以下が
21%であるという。私どもの研究では、平成15年度入学生1）、
平成16年度入学生2）、平成17年度入学生3）、平成18年度入
学生4）、平成21年度入学生5）平成22年度入学生6）では、第
一大臼歯では、4が75.5%、80.0%、97.5%、95.0%、73.4%、
91.6%、4− が10.5%、16.25%、0.0%、0.0%、24.2%、5.9%、
3＋ が3.5%、5.0%、2.5%、3.75%、0.4%、1.3%、3は2.3%、
0.0%、0.0%、0.0%、1.6%であった。同じく、第二大臼歯で
は4が2.4%、11.4%、1.27%、3.75%、3.2%、12.2%、4−
が29.4%、35.4%、43.0%、38.75%、21.8%、47.1%、3＋ が
31.8%、35.4%、26.6%、37.5%、38.7%、19.1%、3が22.4%、
16.5%、27.8%、18.75%、27.8%、19.3%であった。同じく、
第 三 大 臼 歯 で は、4が0.0%、16.7%、0.0%、0.0%、0.0%、
0.0%、3＋ が5.9%、16.7%、38.1%、23.1%、0.0%、0.8%、3
が17.6%、33.3%、38.1%、23.1%、30.1%、1.6%、0.8%であっ
た。これらを比較すると、平成23年度入学生はこれまでと
同様に、第一大臼歯では4咬頭がもっとも多く見られる点で
は他の研究と一致しているが、その割合は高くなっている。
また、第二大臼歯については4−が多い点でこれまでの研
究と一致しているが、これまでと同様に、本研究では3＋や
3が多いことが注目される。このことは、現代日本人女性で
上顎大臼歯の咬頭数の退化が進んでいることを示している
可能性が高い。
9） 下顎大臼歯の裂溝型および咬頭表示
　Gregory（1922）26）は高等類人猿と人類の下顎大臼歯に
見られる Y 字形の溝をもつ5咬頭の型をドリオピテクス
（Dryopithecus）型とよび Y5型と表記した。そして、藤田ほ
か（1995）9）は下顎大臼歯の裂溝と咬頭数の型を Y5、Y4、
＋5、＋4、X5、X4の5つの型に分類している。
　これにしたがって分類すると、表10のようになった。左
右側合わせると、第一大臼歯では Y5型が275例で91.1%、
Y4型は2例で0.7%、＋5型は16例で5.3%、＋4型は9例で3.0%、
X4型は見られず、6咬頭は見られなかった。第二大臼歯で
は Y5型が33例で11.0%、Y4型は見られず、X4型は4例1.3%、
＋5型は43例で14.3%、＋4型は214例で70.9%、第三大臼歯
では Y5型は3例1.0%、Y4型は見られず、＋5型は2例で0.7%、
X4型は3例1.0%、＋4型は6例で2.0%であった。
　日本人の下顎大臼歯に関する研究では、中村（1957）27）
によると、第一大臼歯では Y5型が62.8%、Y4型は1.7%、
＋5型は29.4%、＋4型は3.8%、X4型は0.3%、第二大臼歯
表 9．上顎大臼歯の咬頭表示　例数（％）
　 4 4 − 3 ＋ 3 3 − 不明
右
側
第一大臼歯 （16） 135（89.4） 13   （8.6） 1   （0.7） 1   （0.7） 0（0.0） 0（0.0）
第二大臼歯（17） 6   （4.0） 35（23.2） 52（34.4） 48（31.8） 1（0.7） 9（6.0）
第三大臼歯（18） 0   （0.0） 2   （1.3） 1   （0.7） 3   （2.0） 0（0.0） 6（4.0）
左
側
第一大臼歯（26） 131（86.8） 16（10.6） 2   （1.3） 1   （0.7） 0（0.0） 0（0.0）
第二大臼歯（27） 7   （4.6） 30（19.9） 53（35.1） 51（33.8） 1（0.7） 9（6.0）
第三大臼歯（28） 0   （0.0） 1   （0.7） 1   （0.7） 4   （2.6） 0（0.0） 4（2.6）
表 10．下顎大臼歯の裂溝型と咬頭数　例数（％）
　 Ｙ 5 Ｙ 4 ＋ 5 ＋ 4 Ｘ 4 Ｘ 5 ＋ 1 不明
右
側
第一大臼歯（46） 136（90.1） 1（0.7） 9   （6.0） 5   （3.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第二大臼歯（47） 17（11.3） 0（0.0） 21（13.9） 107（70.9） 2（1.3） 0（0.0） 4（2.6）
第三大臼歯（48） 2   （1.3） 0（0.0） 1   （0.7） 3   （2.0） 2（1.3） 0（0.0） 4（2.6）
左
側
第一大臼歯（36） 139（92.1） 1（0.7） 7   （4.6） 4   （2.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第二大臼歯（37） 16（10.6） 0（0.0） 22（14.6） 107（70.9） 2（1.3） 0（0.0） 4（2.6）
第三大臼歯（38） 1   （0.7） 0（0.0） 1   （0.7） 3   （2.0） 1（0.7） 0（0.0） 4（2.6）
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では Y5型が2.3%、Y4型は1.5%、＋5型は27.9%、＋4型は
43.7%、X4型は12.9%、第三大臼歯では Y5型が1.8%、Y4型
0%、＋5型は24.6%、＋4型は22.8%、X4型は26.3%であっ
た。鈴木・酒井（1956）23）によると、第一大臼歯では Y5型
が69.6%、Y4型は0.8%、＋5型は21.6%、＋4型は1.0%、X4
型は0.2%、第二大臼歯では Y5型が2.5%、Y4型は1.9%、＋
5型は20.1%、＋4型は24.1%、X4型は20.1%であった。上
条（1962）14）では、第一大臼歯では Y5型が52.3%、Y4型は
0%、＋5型は38.7%、＋4型は1.1%、X4型は0%、第二大臼
歯では Y5型が0.9%、Y4型は0%、＋5型は33.9%、＋4型は
31.3%、X4型は14.3%であった。
　平成15年度入学生1）、平成16年度入学生2）、平成17年度
入学生3）、平成18年度入学生4）、平成21年度入学生5）平成22
年度入学生6）では、第一大臼歯では Y5型が79.1%、87.5%、
71.25%、81.25%、48.4%、89.1%、Y4型は1.2%、2.5%、2.5%、
39.1%、4.2%＋5型は3.5%、5.0%、13.75%、1.25%、4.8%、4.2%、
＋4型は9.3%、2.5%、2.5%、5.0%、0.4%、2.5%、X4型は0.0%、
0.0%、5.0%、0.0%、0.0%、0.0%、第二大臼歯では Y5型が
21.4%、35.0%、11.4%、15.4%、6.9%、19.4%、Y4型は8.3%、5.0%、
5.06%、0.0%、1.5%、0.8% +5型は10.7%、3.75%、11.4%、0.0%、
27.9%、＋4型は41.7%、33.75%、10.1%、15.4%、43.7%、
X4型 は4.8%、11.25%、10.1%、0.0%、12.9%、0.8%、 第 三
大臼歯では Y5型が18.8%、27.3%、4.3%、1.8%、3.2%、Y4
型は0.0%、0.0%、4.3%、0.0%、0.0%、3.2%、＋5型は0.0%、0.0%、
4.3%、24.6%、0.4%、＋4型は25.0%、9.1%、4.3%、22.8%、0.4%、
3.2%、X4型は0.0%、9.1%、13.0%、26.3%、6.5%であった。
　これらの資料と比較すると、今年度は、第一大臼歯では
Y5型が増加し、Y4型が減少している。第二大臼歯では＋4
型が増えている。下顎の大臼歯でも、5咬頭から4咬頭への
退化が進んでいることを示している。
10） 上顎大臼歯の咬合面の退化様式　　
　藤田ほか（1995）9）によれば、上顎大臼歯では遠心の歯
ほど退化が進み、その退化型は3咬頭になることで咬合面
が三角形になる三角形型（図8、9）と、4咬頭のままで咬
合面が近遠心方向に圧平されて平行四辺形から細長い菱形
になる平行四辺形型の2つの型があるとされている。
　これにしたがって上顎大臼歯を分類すると表11のように
なった。これによると、左右側合わせて三角形型に退化し
たものは、第一大臼歯では認められず、第二大臼歯が91例
で30.2%、第三大臼歯は2例で0.7%であった。平行四辺形型
図 8. 上顎大臼歯に見られる三角形型の退化例．上顎第一大臼歯
（6）は 4 咬頭であるが，上顎第二大臼歯（7）は 3 咬頭の
三角形化を示す．上顎第一大臼歯は 4 咬頭であるが、第二
大臼歯は A では 3 ＋ 1 型に、B では 3 咬頭型になっている．
図 9. 上顎第二大臼歯に見られた第二大臼歯の矮小歯の例．A は
上顎歯列の全形．B は上顎右側臼歯部の拡大．C は上顎左
側臼歯部の拡大．上顎第一大臼歯（6）は 4 咬頭であるが，
上顎第二大臼歯（7）左側は 3 咬頭で、右側では 2 咬頭の
矮小歯になっている．
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に退化したものは、第一大臼歯では認められず、第二大臼
歯では6例で2.0%、第三大臼歯では認められなかった。
　これらは、平成15年度入学生1）、平成16年度入学生2）、平
成17年度入学生3）、平成18年度入学生4）、平成21年度入学生5）
平成22年度入学生6）では、三角形型が第一大臼歯4.6%、5.0%、
0.0%、3.75%、3.75%、0.0% 第 二 大 臼 歯66.3%、75.9%、
75.9%、91.3%、91.3%、33.5% 第 三 大 臼 歯17.6%、58.3%、
76.1%、61.5%、61.5%、7.7%平行四辺形型が第一大臼歯は
0.0%、0.0%、3.75%、2.5%、2.5%、0.0%第二大臼歯9.6%、6.33%、
0.0%、2.5%、2.5%、8.4%の結果とくらべると、第二大臼歯
で三角形型がやや減少している傾向が見られた。
　以上のことは、上顎大臼歯の退化が第三大臼歯から第二
大臼歯を経て、第一大臼歯にまで及んでいることを示して
いる。
11） 第三大臼歯の退化　　　
　第三大臼歯はもっとも退化傾向の強い歯とされている。
その観察結果を表12に示す。本研究においても、左右側合
わせて、先天欠如ないし未萌出が左右側合わせて、上顎第
三大臼歯では251例で83.1%、下顎第三大臼歯では245例で
81.2%であった。半埋伏は、上顎第三大臼歯では10例で3.3%、
下顎第三大臼歯では8例で2.6%であった。矮小歯は、上顎
第三大臼歯で2例0.7%であった。ウ蝕に罹りやすいので抜
去歯もあり、左右側合わせて、上顎第三大臼歯では10例で
3.3%、下顎第三大臼歯では18例で6.0%であった。
　中原（2003）7）によれば、日本人女性の48.6%が第三大
臼歯を4本とも欠如しており、30.9%が第三大臼歯を1本以
上欠如しているという。平成15年度入学生1）、平成16年度
入学生2）、平成17年度入学生3）、平成18年度入学生4）、平
成21年度入学生5）、平成22年度入学生6）では、先天欠如な
いし未萌出が上顎第三大臼歯では57.0%、77.5%、62.5%、
82.5%、80.2%、89.7%、下顎第三大臼歯では58.1%、75.0%、
63.75%、81.25%、71.8%、77.3%、半埋伏が上顎第三大臼
歯では4.7%、8.75%、10.0%、6.25%、2.8%、4.2%、下顎第
三 大臼 歯 では5.8%、6.25%、13.75%、7.5%、7.7%、5.1%、
矮小歯が上顎第三大臼歯では2.4%、3.75%、0.0%、5.0%、1.2%、
0.0%、下顎第三大臼歯では0.0%、1.25%、0.0%、2.5%、1.2%、
0.0%、抜去歯が上顎第三大臼歯では5.8%、6.25%、11.25%、
1.25%、9.3%、3.8%、下顎第三大臼歯では9.3%、13.75%、7.5%、
3.75%、12.1%、11.3%であった。
　平成23年度入学生も、これまでとほぼ変わらない値で
あった。年齢から見ると未萌出や半埋伏は今後萌出する可
能性もある。
6. 歯の位置・萌出・交換の異常
1） 位置・萌出の異常
　歯の位置と萌出の異常を観察した結果を表13と図10、11
に示す。
　多くの歯の位置・萌出の異常を示す叢生（歯列不整）（表
1）は、22例で14.6%であった。
　唇側転位および頬側転位は、上・下顎犬歯、上・下顎中
切歯に見られた。左右側合わせて、上顎犬歯で25例8.3%、
上顎第二大臼歯19例6.3%、上顎中切歯で18例6.0%、下顎
犬歯では13例で4.3%であった。その他、下顎中切歯10例で
3.3%、上顎第二小臼歯で5例、下顎第一小臼歯、下顎第二
小臼歯に2例、上顎第一小臼歯、上顎側切歯に1例見られた。
　舌側転位および口蓋側転位は、上顎側切歯にもっとも多
く見られ、左右側合わせて32例で10.6%であった。次いで、
下顎側切歯で24例8.0%、上顎第二小臼歯で10例3.3%、上顎
第一小臼歯で9例3.0%、下顎第二小臼歯で7例2.3%、下顎中
切歯5例1.7%、下顎犬歯で4例1.3%、下顎第一小臼歯3例1.0%、
上顎第一大臼歯が2例で0.7%、上顎犬歯と上顎第一大臼歯
と下顎第三大臼歯に各1例、0.4%であった。
　回転は、左右側合わせて、上顎中切歯が41例13.6%、下
顎中切歯が36例で11.9%、下顎犬歯が23例で7.7%下顎側切
歯17例で5.8%、上顎側切歯が15例で5.0%、上顎犬歯と下顎
第二小臼歯が14例で4.7%、上顎第一小臼歯と上顎第二小臼
歯が各11例で3.7%、上顎第一大臼歯は6例で2.0%、上顎第
二大臼歯が2例で0.7%、下顎第一大臼歯が1例で0.4%であっ
た。
　唇側傾斜および頬側傾斜は、左右合わせて、上顎中切歯
に27例で8.9%、上顎側切歯と下顎中切歯に5例で1.7%、下
顎第二小臼歯に2例で0.7%に見られたのみであった。 
　舌側および口蓋側傾斜は、左右合わせて、下顎第一大臼
歯に30例10.0%、下顎第二大臼歯に28例9.3%、下顎第二小
臼歯に25例8.3%、下顎第一小臼歯に10例3.3%、下顎側切歯
に8例2.6%、下顎中切歯に6例2.0%、上顎第一小臼歯に3例
1.0%、上顎第二小臼歯と上顎第三大臼歯で各2例0.7%、下
顎犬歯1例で0.3%、であった。
　歯の遠心傾斜は、見られなかったが、上顎右側第一大臼
表 11．上顎大臼歯の退化様式　例数（％）
　 三角形型 平行四辺形型 不明
右
側
第一大臼歯（16） 0   （0.0） 0（0.0） 0 （0.0）
第二大臼歯（17） 45（29.8） 3（2.0） 0 （0.0）
第三大臼歯（18） 1   （0.7） 0（0.0） 0 （0.0）
左
側
第一大臼歯（26） 0   （0.0） 0（0.0） 0 （0.0）
第二大臼歯（27） 46（30.5） 3（2.0） 0 （0.0）
第三大臼歯（28） 1   （0.7） 0（0.0） 0 （0.0）
表 12．第三大臼歯の退化　例数（％）
先天欠如 半埋伏 矮小歯 抜　歯 正　常
上
顎
右側 第三大臼歯（18） 127（84.1） 6（4.0） 1（0.7） 4（2.6） 13   （8.6）
左側 第三大臼歯（28） 124（82.1） 4（2.6） 1（0.7） 6（4.0） 16（10.6）
下
顎
右側 第三大臼歯（48） 120（79.5） 4（2.6） 0（0.0） 10（6.6） 17（16.3）
左側 第三大臼歯（38） 125（82.8） 4（2.6） 0（0.0） 8（5.3） 14   （9.3）
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歯が近心傾斜したものが2例1.3%見られた
　水平智歯は、上顎に1例、下顎右側に3例見られた。また
下顎左側第二大臼歯に水平になっているものが認められた。
　以上の結果は、平成15年度入学生1）、平成16年度入学生
2）、平成17年度入学生3）、平成18年度入学生4）、平成21年度
入学生5）平成22年度入学生6）の結果と比べて、さほど大き
な違いは認められなかった。これらについては、研究が少
なく、今後、充分に検討する必要があろう。
図 10. 前歯部に見られた叢生の例．A は上・下顎歯列の全形．B は上顎前歯部の拡大．C は下顎前歯部の拡大．上顎では，右側中
切歯の回転，左右側犬歯の唇側転位，下顎では，右側中切歯の唇側転位，左側側切歯の舌側転位，左側犬歯の唇側転位，が
見られる．
図 11. 臼歯部の舌側転位による鞍形の歯列の例． A は上・下顎歯列の全形．B は上顎歯列の拡大．上顎では，左右側第二小臼歯（5）
が舌（口蓋）側に転位，下顎では左右側の第一小臼歯と第二小臼歯が舌側に転位して，鞍形の歯列弓となっている .
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2） 乳歯の晩期残存 
　乳歯の晩期残存は、平成15年度入学生1）は1例で4本、平
成16年度入学生2）は2例で計3本の第二乳臼歯の残存が見ら
れたが、平成17年度入学生3）は見られず、平成18年度入学生4）
では下顎左側第二乳臼歯の残存が1例で、その他の第二乳
表 14．乳歯の晩期残存　例数（％）
存在数 抜去
上
顎
右
側
乳　側　切　歯（52） 1（0.7） 0（0.0）
乳　犬　歯（53） 2（1.3） 0（0.0）
第二乳臼歯（55） 1（0.7） 0（0.0）
左
側
乳　側　切　歯（62） 1（0.7） 0（0.0）
乳　犬　歯（63） 3（2.0） 0（0.0）
第二乳臼歯（65） 0（0.0） 0（0.0）
下
顎
右
側
乳　犬　歯（83） 0（0.0） 0（0.0）
第二乳臼歯（85） 3（2.0） 0（0.0）
左
側
乳　犬　歯（73） 1（0.7） 0（0.0）
第二乳臼歯（75） 1（0.7） 0（0.0）
表 13．歯の位置と萌出の異常　例数（％）
唇・頬側
転位
舌・口蓋
側転位
回転
唇・頬側
傾斜
舌・口蓋
側傾斜
遠心傾斜 異所性萌出 水平智歯
上
顎
右
側
中　切　歯 （11） 9（6.0） 0（0.0） 20（13.2） 12（7.9） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （12） 0（0.0） 19（12.6） 10（6.6）  3（2.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （13） 11（7.3） 0（0.0） 6（4.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （14） 1（0.7） 4（2.6） 5（3.3） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （15） 3（2.0） 6（4.0） 6（4.0） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （16） 0（0.0） 1（0.7） 2（1.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （17） 7（4.6） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第三大臼歯 （18） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
左
側
中　切　歯 （21） 9（6.0） 0（0.0） 21（13.9） 15（9.9） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （22） 1（0.7） 13（8.6） 5（3.3） 2（1.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （23） 14（9.3） 1（0.7） 8（5.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （24） 0（0.0） 5（3.3） 6（4.0） 0（0.0） 2（1.3） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （25） 2（1.3） 4（2.6） 5（3.3） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （26） 0（0.0） 1（0.7） 4（2.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （27） 12（7.9） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第三大臼歯 （28） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.7）
下
顎
右
側
中　切　歯 （41） 6（4.0） 3（2.0） 18（11.9） 3（2.0） 3（2.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （42） 0（0.0） 15（9.9） 8（5.3） 0（0.0） 4（2.6） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （43） 7（4.6） 2（1.3） 14（9.3） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （44） 1（0.7） 1（0.7） 3（2.0） 0（0.0） 5（3.3） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （45） 1（0.7） 3（2.0） 9（6.0） 1（0.7） 15（9.9） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （46） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 16（10.6） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （47） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 15（9.9） 0（0.0） 0（0.0） ──
第三大臼歯 （48） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） 3（2.0）
左
側
中　切　歯 （31） 4（2.6） 2（1.3） 18（11.9） 2（1.3） 3（2.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （32） 0（0.0） 9（6.0） 9（6.0） 0（0.0） 4（2.6） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （33） 6（4.0） 2（1.3） 9（6.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （34） 1（0.7） 2（1.3） 0（0.0） 0（0.0） 5（3.3） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （35） 1（0.7） 4（2.6） 5（3.3） 1（0.7） 10（6.6） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （36） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 14（9.3） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （37） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 13（8.6） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.7）
第三大臼歯 （38） 0（0.0） 1（0.7） 0（0.0） 0（0.0）  1（0.7） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.7）
近心傾斜　上顎右側第一大臼歯（16）2（1.3）　　空隙有 1（0.7）   正中離開（上顎）2（1.3）
臼歯の抜去が各1例見られたのみであった。平成21年度入
学生5）では上顎第二乳臼歯が1例で1本、下顎第二乳臼歯が
3例で3本、計4例で4本見られた。平成22年度入学生6）では
上顎右側乳臼歯と下顎左側乳臼歯が各1本見られたのみで
あった。
　平成23年度入学生6）では、上顎乳側切歯2本と上顎乳犬
歯5本、上顎右側第二乳臼歯1本、下顎左側乳犬歯1本、下
顎第二乳臼歯が4本の合計13本が見られた。これまで見ら
れなかった上顎乳側切歯と上・下顎乳犬歯の残存が認めら
れたことは注目すべきである（表14、図12）。
7. 歯の退化程度
　後藤（1986）28）は人類の歯の退化予測をおこなっており、
新人・現代人（ホモ・サピエンス）段階は2・1・2・3＝32
の歯式をもっているが、第三大臼歯が退化して2・1・2・2
＝28の歯式になっているものを未来型現代人段階と呼ん
だ。さらに、上顎側切歯や第二小臼歯が欠如しているもの
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を未来人段階と呼んでいる。
　これにしたがって、歯の退化程度を観察した結果を表15
に示す。これによれば、現代日本の若い女性では、抜去歯
も含めた場合は32本の歯をもつ新人・現代人段階はわずか
12例で7.9%、28本の歯をもつ未来型現代人段階は96例で
63.6%、両者の中間段階である29〜31本の歯をもつ中間段
階は33例で21.9%であった。しかし、現在は未来型現代人
段階であっても、今後、第三大臼歯の萌出により新人・現
代人段階になるものも相当数出現することが予測できる。
また、第二小臼歯が欠如したり、第二大臼歯にはっきりと
した退化傾向が見られるなど、さらに歯の退化が進み27本
以下の歯をもつ未来人段階に向かうものが10例で6.6%もあ
り、今後の増加が心配される。　
　これを抜去歯を含めないで数えると、新人・現代人段階
は6例で4.0%、中間型段階が27例で17.9%、未来型現代人段
階は100例の66.2%、未来人段階は18例で11.9%に増える。
　平成15年度入学生1）、平成16年度入学生2）、平成17年度
入学生3）、平成18年度入学生4）、平成21年度入学生5）平成22
年度入学生6）では、抜去歯を含めない場合、新人・現代人
段 階 は、3例7.0%、9例22.5%、5例12.5%、4例10.0%、6例
4.8%、5例で4.2%、中間型段階は、5例11.6%、5例12.5%、
6例15.0%、7例17.5%、30例24.2%、16例 で13.4%、未 来 型
現代人段階は、30例70.0%、5例12.5%、19例47.5%、23例
57.5%、74例で59.7%、未来人段階は、4例9.3%、2例5.0%、
10例25.0%、6例15.0%、14例11.3%、19例で16.1%であった。
これまでと比較すると、新人・現代人段階が減少し、中間
型段階と未来型現代人段階が増加している。歯数の退化程
度が確実に進行している結果となっている。
　後藤（1986）28）は歯の退化を防ぎ、人類が将来にわたっ
て豊かな食生活と強い生命力を維持するために、歯科医学
が人類史的な使命として貢献することを呼びかけている。
その上で、歯科衛生士の果たす役割はきわめて大きいとい
えよう。
　　　　　　
Ⅳ　まとめ
　現代日本の若い女性151人の上下顎の石膏模型を作成し、
歯の形態学的特徴を観察した結果、以下のような結果を得
た。
　1）咬合様式については、正常咬合が75.5%と多く、つぎ
に過蓋咬合が7.3%に多いという結果を得た。次いで、鉗子
咬合5.3%、屋根咬合と後退咬合は各3.3%、反対咬合0.0%の
順であった。また、叢生は14.6% , 交叉咬合は4.0%、開咬は
1.3%に見られた。
　2）歯の存在数は、最大32本、最小24本、平均28.2本であっ
た。若年者のため今後、第三大臼歯の萌出が予想される。
　3）歯列弓の形態は、上顎歯列でも下顎歯列でも U 字形
が多く上顎57.0%下顎58.4%と多く見られた。上顎では、半
楕円形18.5%、放物線形8.6%、Ⅴ字形9.3%、鞍型5.3%、狭
窄1.3%であった。下顎では、放物線形が18.5%、半楕円形
8.6%、Ⅴ字形4.6%、鞍形8.6%、狭窄1.3%であった。歯列弓
の実長がやや短いのは第三大臼歯が未萌出であることによ
るものと考えられる。歯列弓示数は上顎も下顎も大きく、
歯列弓が幅広いくなっている傾向が見られた。U 字形と鞍
型の増加が認められた。
　4）モンゴロイドのシノドントとしての特徴とされる上顎
切歯におけるシャベル型切歯が、中切歯で53.0%、側切歯
表 15．歯の退化程度［人数（％）］
歯の退化程度 抜去歯を含めた場合 抜去歯を含めない場合
新人・現代人段階　（2・1・2・3 ＝ 32）　半円形　大臼歯の小型化 12   （7.9） 6   （4.0）
中間型段階　　　 （2・1・2・2 〜 3 ＝ 29 〜 31 本） 第三大臼歯の退化 33（21.9） 27（17.9）
未来型現代人段階   （2・1・2・2 ＝ 28） 　第三大臼歯の退化 96（63.6） 100（66.2）
未来人段階（上顎側切歯などその他の歯の退化，乳歯の晩期残存など） 10   （6.6） 18（11.9）
総　　計 151（100） 151（100）
図 12. 上顎乳犬歯と下顎第二乳臼歯の晩期残存の例．上顎左側
犬歯（3）と上顎第一小臼歯（4）の間に上顎左側乳犬歯（C）
が残存している . また，下顎左右側の第二小臼歯が萌出せ
ず，その位置に第二乳臼歯（E）が残存している．A は上
顎歯列の全形．B は下顎歯列の全形．
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で50.7%認められた。シャベル型の形態は犬歯にまで及ん
でいた。
　5）上顎側切歯にはこれまでの研究よりかなり顕著な退化
傾向が観察された。やや小型の矮小歯は全体の28.5%、樽
状歯は2.0%、栓状歯は1.7%、先天欠如は0.7%であった。依
然として、現代の日本人女性で上顎側切歯の退化が進んで
いることが確認された。
　6）下顎前歯部では、側切歯と犬歯の癒合歯が1例見られ、
歯の癒合により歯の数の減少が進んでいる例が見られた。
　7） 犬歯の唇側転位は、上顎で5.7%、下顎で3.0%、これ
までより平成22年度入学生より増加した。
　8）上顎小臼歯の介在結節は第一小臼歯では62.9%、第二
小臼歯では2.7%であった。下顎小臼歯の舌側副咬頭は第一
小臼歯1%で、第二小臼歯では51.3%であった。
　9）上顎大臼歯のカラベリ−結節の出現率は、第一大臼
歯では20.5%であった。第二大臼歯と第三大臼歯では見ら
れなかった。下顎大臼歯に出現するプロトスタイリッドは2
例（1.3%）のみ見られた。
　10）上顎大臼歯の咬頭表示については、これまでの研究
よりもかなり咬頭数の退化が進んでいる結果が得られた。
本研究では、現代日本人女性で、上顎大臼歯の退化傾向が、
第三大臼歯だけでなく第二大臼歯にまで及んでいることを
示している。
　11）下顎大臼歯でも5咬頭から4咬頭への退化が進んでい
る傾向が見られた。
　12）歯の位置の異常は転位・回転・傾斜など様々なもの
が見られ、萌出の異常や乳歯の晩期残存も認められた。と
くに上・下顎第二乳臼歯だけでなく、上顎乳側切歯と上・
下顎乳犬歯の残存が認められたことは注目に値する。
　13）以上の結果から、現代日本人女性で、歯の退化傾向が、
上顎側切歯の矮小化、とくに上顎において第三大臼歯から
第二大臼歯へと退化傾向が進んでいることが明らかにされ
た。
　今後、さらに症例を増やし、以上の所見を確認あるいは
再検討してゆきたい。
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